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1. は じ め に

航行中の船舶の運動性能や構造強度に影響する因子

は,波 ･風 ･それらとの出会角度 ･船の速度 ･積荷状態

など数多くあるが,その中でも波浪が最も重要な因子と

なっている.周期や振幅が一定の規則波中での応答や,

あるプログラムによって合成された不規則波中での応答

などについては,理論解析でも水槽実験でも多くの成果

が挙げられているが,これを実船に適用する場合に,莱

海面における波浪の実態については,まだ未知の部分が

きわめて多い.

従来の波浪データは,ほとんどが目視観測によるもの

で,平均的な波高と波周期程度しか判らないのが普通で

ある.実際の海面はきわめて数多くの規則波が合成され

た不規則波と考えられるので,精密な船体応答解析のた

めには,その周波数構造を明らかにした波スペクトルを

求める必要があり,そのためには計器観測によるしか方

法はない.

筆者らは波浪ブイの改良開発 ･目視観測と計器観測の
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データの比較検討などを基にして,船舶設計の基礎資料

となるべき海洋波浪情報の質と量の向上を計ることを目

的として,波浪ブイの改良試作と,外洋における観測実

験 (実船計測)を行ったが,-その結果の要点を以下に報

告する.

2.波浪ブイの改良試作

波浪ブイはさきに筆者らの開発した加速度検出方式を

踏襲することとし,これまでの数次の観測結果に基づい

て若干の改良を加えた.

今回の加速度式波浪ブイの外観を第1図に,概略仕様

を第1表に示す.検出部 ･送信部 ･電源部が収納されて

いるブイを船から海面に投下し,ブイ上下方向加速度を

抵抗線歪ゲージ式の加速度計で検出して,その信号を

FM変調して発信する.この信号を本船上で受信し,2回

積分を行ってブイ上下方向の変位をすなわち波高として

記録するわけである.

波浪ブイは,動揺のため上下加速度だけでなく,水平

方向の加速度も絶えず受けており,これがノイズ信号と

なる場合が多い.このブイの動揺を抑えるため,従来は

ブイ下端から重錘を垂らしていたが,今回はブイ下端に

長さ約2mの延長ロッドをつけ,その先端から重錘を垂

らすようにして,ブイ傾斜時の復原モーメントの増大を

計った.各種ノイズの悪影響を避け計測の安定化を計る

ため.受信部の積分増幅回路にも若干の改良を加えた.

試験的の波浪観測では,極力ブイを回収するようにし

ているが,回動不能の場合もあり,本来は投棄式を建前

としているもので,ブイ本体に小さい孔をあけており,

第1表 波浪ブイ仕様

1. 型 式 :加速度検出方式投棄型

2. 測定範囲 :波 高 0.2- 15m,精度 5%
波周期 3 - 20秒,精度 1%

3.送 信 機 :送信周波数 39.80MHz

(付図′) 発振方式 水晶制御 24逓倍

変調方式 FM-FM
送信空中線 垂直ロッドアンテナ 1m

出 力 0.5W

_ 送信持続時間 2.0時間

信号到達距離 40km
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